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Su8CeptlbmtyofDTanChJ.braBOWebuJ',LJ'mnodrJ'tE,8BOdatL'8AndLZ'mnodritzLeWltteulfor

seterAlAgrlcu)tui81ChemicA'18. TadahrkoTNOUF.andKazunobulくomd(TharaAgricultural

chemi'calsInstitute.Shimizu)ReceivedÅug.15.1962.Dot)･u-̂'agu/H,27.97,1962.(withEnglish

r虐sum卓,99).

15. エラミミズ, ゴ トウイ トミミズ, および ウイ リーイ トミミズの各種農薬にたいする感

受性★ 井上.出産 ･近藤和信 (イハラ投薬研究所) 37.8.15. 空FJl

,.水田で加tLr.'･する3種の水は ミミズの放射 こたいする感受性を室内utlfi試軟でしらべた. エラミミズ

に対してはほとんどの薬剤が蹴潜JJJ致死効米をしめしたのに反し, ウイ.)-イトミミズに対しては

市い効米をしめきない薬剤が多かった. ゴトウイトミミズはその小間的Wl向をしめLt=. 3秒こ市
い効米をしめした恭剤は PCPINa瓜であっT:.机物性殺虫剤の rotenone,pyrethrinsはエラミ

ミズにL;L効があった. ミミズ郎除剤の托射乙は ウイリーイトミミズをilも誠することが望ましく,広

くdi的所性をイJする化合物の検川にはエラミミズが利用でき,-)'とyJ'え,-J.

孜国o)水En,池糾,溝には多班の水fiiミミズがは息

する7).■なかでもエ ラ ミミズ BrallC/lilEraSOWebJ･i

Beddard.ゴトウイ トミミズ L7.mnOdriLtESSOCialis

Stephbnson, ウイ t)-イ トミミズ Limnodyilus

tuitle).iNomuraは水tn-山川も糊に多数発出し,a-かれ

た稲粒子の発牙出f1-をy)'げることが知られ.しばしば

兆剤による駆除が行われていろり･8). しかし力暗 躍が

このように多掛 こわたる似合は;一郎軌 こよる兆剤[･B受 .

性の丑がFltJ組となってくる. この点に言及した糊Lllil)

もあるが,d雌 に対する田は的効果を各tLTIi.薬剤で比較

した研兜は末だないので.許T･の検討を試みた.

本文にはいるにさきだち終始抑助言御棚距をいただ

いた当研兜桝良沢純夫f19-1･, ミミズの採腿とF']定を御

指碍いただいた北軸iB学芸大学教授山口英二怖土およ

び宮城yt.i立出菜試験助jL十脱良迩技nlli,ホ研兜に深い

御Bi摘草と御助力をいただいた当研究所篠郎党氏をはじ

め所員各位に深い感謝の意を衰する.

材料および方法

兆剤o)効米を検定する試験法は対教空手虫の白.%にお

けるt)]瓜環境に近い状頂で行われることがflは しい

那,一･JJ.このために柴効を-:Li-ll-1る矧舶 '利 雄となり

Mriu性あるt.fin土はN難くなる.そこでまずdl休の北淡

utl.牝 による効米をしら乍ることとした.したがって

以下o)災敗緋火を招.賀(するにあたっては.tは,試山の生

鹿的別 が除かれていやこと･兆剤の効ル 比 伽 てら
朋離された静水中のもo)であることを念ij'Liにわかなけ
ればならない.

*木棚frJの概要は1962年度日本応用動物昆虫学会大会

で講a;i発訳した.

試験にも､らいた典剤は有機燐および塩苅系殺虫剤,

枇物性牧山刑.殺L'I.1'殺線虫剤で,すでにミミズにたい

する効米のみと'Y)られているものを中心に選んだ.こ

れらのうち乳札 紋札 水和剤はそのまま水で稀釈し

たが,朗兆を仙川1したもo)は笥iiTtのアラビアゴム粉末

を加えて乳鉢で氾合邪押し.uU川j紋を調刺した.内

'Lf.40mm.探さ 16mm a)シャーレに兆紋 10mlを

いれ,5匹のミミズをいれて式をし,25oCに24時Iu

おいて致死ヰ王をみた.3'トウイトミミズおよびウイt)

-イ トミミズ は成熟したとみられるものを供試した

が, エラミミズは メントール麻酔中の体長が 40-60

mm の姫川にあるものを退んだ.生死の判定は環招

部が雌全であるか石かを韮準とし,たとえTFr,5活動しう

る個体も環TrI部組級の山地'が進んでいるものは死出と

1･みなした.このように環村部に宕目しためは,この部

分が再生や増殖に軽わめて重要な役割を果しているた

めである1･7).

結 果

まず供試兆剤のすべてについてイJ効成J:JJloop.p.m.

紋を作り,エラミミズおよびウイ.I)-イ トミミズにた

いする効火をみた.そのyi火m-1二Jlにしめした梯々の

灘剤にIJtいては.TLldは,･Tiに100,00'o)致死串がえられた.

Malathion50,%.Thimet47.5%,dimethoate46,%,

Nemagon40,% の外乳剤,Vapam30,00/紋剤,Mylon

甲,oo'水和剤はエラミミズにたいしては100.%の致死率

をしめしたが,ウイ.)-イ トミミズにたいし七は生存

虫があり,monofluoroacetamide10%紋剤 (フッソ

ール)は両班にらいし全く効果がなかった.

･･次にニラミミズとウイリーイ トミミズに有効であっ
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Table1. Characteristicsofconcentration･mortalityregressionlinesof3aquaticOligochaeta.
Byanchiurasowebγi,LimnodyilussociaLis.randLimnodriLuswilLeyi,forseveralagricultural
chemicals,andtestforcomparingtheresultsofobservationswithcomputedcurve.

chemicals Aobfb:sea;3elteison .dS:SsTua:t3:o:n. LLgf. (,tfa) (i.C,:h8I, ?reegeorie.e: x2
tibility

Probability
in

xLtest

Ethylparathion
46.6% Emul.

EPN
45% Emul.

Diazinon
17% Emul.

DDT
30% Emul.

Lindane
20% Emul.

Endrin
19.5%Emul.

Dieldrin
15.7%Emul.

Rotenone
Pure

Pyrethrin
extracts*
10% Emul.

PCP-Na
90% Tech.
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★ActiveingredientswerepyretbrinIll.6% andpyrethrinII10.08%.

たもo)a)刺)Jを,ゴトウイトミミズも加えて出に詳細

に比幌した.それぞれの炎剤について適当な粒度の段

階を.披け.各班庇における致死率をしらべた.えらjL

た結氷をプロビッ トはにより盤朗し.あわせて尖験胎

と理論値の適合度を検定した.

その結果は節1-出のとおりであって, ミミズの担税

別に薬剤の効米を比較してみると.エラミミズにたい

しては rotenone,pyrethrinsなどの枇物性殻虫剤が

有効で,EPN,PCP-Na比孟がこれについでいる.ゴト

ウイ トミミズにたいしては PCP-Na溢,pyrethrins

が有効で,diazinon,endrin,rotenoneは LC80は

低いが LC99.87が高い.ウイ1)-イ トミミズにたいし

ては高い効果をしめさなかった炎剤が多いが, Pep-
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Na銭iが有効で,rotenoneもLC50は極わめて低い.

以上より3種のミミズのいずれにも有効であった兆

剤は PCP-Naであった. ミミズの種軌 こよる兆剤感

受性の特故としては,ニラミミズがほとんどの兆剤に

顕著な反応をしめしたに反し,ウイt)-イトミミズは

多くの非剤においてあまり影響がみられなかった.漢

たゴトウイトミミズはその中lal的帆軸をしめした.

娼受性の培畔榊差は多くの'*剤においてエラミミ

ズ,ウイt)-イトミミズ,ゴトウイトミミズの収に大

きくなったが,pyrethrinsは例外であった. しかし

一般にいってエラミミズの個肘糾ま故も均Tは 典剤感

受性をしめしたと考えてよいであろう.逆にゴトウイ

トミミズの班準q.ほ は故も大きいので. LCBOが多少
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紙くとも100%如滅するに酔 】･る射 心ま非7'lYに大きく

なってきている.A

考 察

L臼demannandNeumann6)は水fLjl拙1.ミジンコ.

トビムシ,エti'机 mmなど純水177捌 物にたいするイJ

機械およびffliiミ系湖山刑の雌班をしらべ,イ トミミズ

の現である 7'ubi/extubs/exが典剤抵抗力の故い部別

に崩することをのべている.水田で加害する3種にた

いする20位の薬剤の効米をしらべた木琴験の結果か

ら, ミミズの種軌 こよってその薬剤感受性に極わめて

大きなZiのあることがわかった.

稲を加計j~る水はミミズの駆除剤は,加賀するいず

jtO)抑軌 こもイJ効であることが空は しいので.そのよ

うな化合物o)描;Jt'.tJt紙にあたっては,兆剤抵抗力の大

きなウイt)-イトミミズをtJE.拭山とすることが一つU)

-JJはliとなろう.犬川仙 こ7.'.tJ'く評価されているPCP-Na

および rotenoneは3柾のいずれにもイJ効で,このこ

とはやは1)火際の以面で加召柾にたいする知は'･!別な効

米が要求されている純米ともIjS･えられない ことはな

い.しかしこれらの典剤のデーターを良く比較してみ

ると.PCP剤がニラミミ才にたいし効果が不安定な

こと,チ))ス剤がゴトウ.ウイt)一両イトミミズにた

いし効力不充分であるといわれる1j状 3)を戎程斑敦.け
さしていることがわかる.

デ')ス,除虫菊,ハナヒリノキ,アセt='.,茶に油机

シキミなどの植物性朝出剤はミミズの矧こ有効なこと

は以rl;Jより知られているが,.木火映でrl]1J2抑 こついて

しらべた純米ではとくにエラミミズにたいする効火が

it'Jかった.しかしゴト･),ウイ1)-WdAィトi;ズには

劣る帆rljにあり,とくに pyrethrinsはウイリーイト

ミミズに効米がなかった.

ミミズ以外のイial･動物の駆除剤の研兜にミミズが班

川されることもあり,林2)は人体寄生虫の駆除剤探索

にシマミミズ Eiseniafoetidaを用い,舶虫にたいし

強い致死効果のあったものは.すべて ミミズにたいし

効果ある物質の中に含まれていたと0)べている.この

柏の試験の供試虫を本実験にもちいたなかから遊ぶと

すれば,多くの英剤に鋭敏に反LL;したエラミミズであ

ろう.木琴を供試数とし適当の光跡 こおいてスクt)-
ユングを進めるならば,殺虫および殺緑虫性化合物の

大多数を検出確保できると思われる.

エラミミズは体駆が大きく,その活動状態から不錐

先な桐t小ま容易に発見除去しえ,各種薬剤に比較的均

Tlな感受件をしめす個体群である.密度過剰により酸

Hs不)山こかもいらない以F),飢餓状闇にあっても1ケ

)J以J二LLi(/･しうTJO)で.試験方uiはuTl'1法が適する.坐

死o)l判起は=T･･ltuo)かかる糊介が多いが. ミミズのmは

クビ亡すると山休が迎かにIbJ雌し,形慨をTYlめなくなる

ので.あらかじめtlt試偶作A'Lを.!L!以してわく●ことに上

り.械わめて能率rr.)な調-!亡が進められる.511柁o)j凶Fl!.
にある桐休の判定は弛 こ因州なものであるが,これも

用W.L邪の状態にZt日することによりかなり耶消せられ

よう.

ただェラミミズの表皮は極めて脆弱で容易に傷告を

受けたり,休が切断されるので,その取扱いには注意

が必要である.また野外からの採災個体であるので,

採袋地.採災時i羽,採集後の保存条件の追いが ミミズ

の水剤抵抗性にどの程度の彫轡があるかを知っておく

ことが歪変で,今後検討してゆく予定である.
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1り-IR6sum6

Thesusceptibilityof3aquaticOligocllaeta.

BranchiurasowebyiBeddard,LimnodriLussocialis

Stephenson,andLimnodrihLSm'lleyiNomura,

lnJur-iouspestsofriceplantsatthenurserystage

inJapan,for20agriculturalchemicalswere

testedbyimmersionmethodinlaboratory.B.

sowebyiwashighly susceptible toalmostau

chemicals,butL.zv7'lteyiwasnotsosusceptible

tothem.SusceptibilityoEL.sociatiswasbetween

them. PCP-Nasalthasshownaremarkable

effectivenessLor3species. EfEectivenessof

rotenoneandpyrethrinswereoutstanding to

B.sowebyi. L.lt･iLleyiisseemedtobethemost

suitable testorganism for the screenlng Of

chemicalscontrollingtheseOligochaeta.Onthe

otherhand,B.Sowebyimaybeusefulforthe

detection of chemicals possesslng biological

activity.
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